
●
福
祉
の
職
場
、
働
き
方
改
革
、
進
行
中
！
▼
２
ペ
ー
ジ

●
今
月
の「
ふ
く
し
び
と
」は
つ
ば
さ
園
・
神
田
勇
哉
さ
ん
▼
７
ペ
ー
ジ

早
い
も
の
で
秋
も
深
ま
り
11
月
を
迎

え
る
と
、
私
た
ち
福
祉
業
界
関
係
者
に

は
大
切
な
「
介
護
の
日
」
を
迎
え
る
。

な
ぜ
、
11
月
11
日
が
「
介
護
の
日
」

な
の
か
、
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、
厚

生
労
働
省
が
意
見
募
集
を
行
い
、「
い

い
日
、い
い
日
、毎
日
、
あ
っ
た
か
介

護
を
あ
り
が
と
う
」
の
語
呂
合
わ
せ
か

ら
定
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
介
護
の
日
を
中
心
と
し
て

前
後
2
週
間
を
「
福
祉
人
材
確
保
確
保
確

重
点

期
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。

近
年
の
福
祉
業
界
で
は
深
刻
な
人
材

不
足
に
よ
り
多
り
多
り

く
の
事
業
事
業
事

所
か
ら
悲
鳴

が
聞
こ
え
て
く
る
。

京
都
府
に
お
い
て
も
、
介
護
人
材

の
す
そ
野
を
広
げ
る
事
業
事
業
事

に
取
り
組
み
、

介
護
の
入
門
的
研
修
や
外
国
人
介
護
人

材
の
受
入
れ
を
検
討
す
る
な
ど
、
様
々

な
方
々
に
介
護
人
材
の
担
い
手
に
な
っ

て
い
た
だ
く
取
組
取
組
取

が
始
ま
っ
て
い
る
。

大
学
や
養
成
校
を
卒
業
し
た
若
い
世

代
に
よ
る
力
を
期
待
し
な
が
ら
も
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
合
っ
た
介
護
人
材
確

保
の
取
組
取
組
取

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
う
。
う

平
成
20
年
に
定
め
ら
れ
た
「
介
護
の

日
」
は
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
ど
の

よ
う
な
日
と
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

少
し
で
も
明
る
い
未
来
を
迎
え
た
い
と

改
め
て
願
う
。
う
。
う

M.Y

▼
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ペ
ー
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あ
る
が
ま
ま
を
支
え
る
支
援
へ

日 程

内 容

参加費

会 場

時 間

社会福祉施設オープン・デイのご案内

日 時

会 場

「京都の福祉」は、みなさまからの情報をお待ちしています！

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
　
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

〒
604-0874　

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
ル
清
水
町
375　

TEL.075-252-6291　
 FAX.075-252-6310 

京都の
福祉福祉

支える人を支える

『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です
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働き方改革、   進行中!!
福祉業界で、職員が働きやすい

環境のために改革が進んでいま
す。

今回は高齢者や障害者を支援す
る

３法人の取り組みをご紹介しま
す！福祉の職場

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た

管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用

働
き
や
す
さ
を
支
え
る

３
つ
の
人
事
制
度

　
　
　

都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
は
、
人
材
の
離

　
　
　

職
を
防
ぎ
、
採
用
・
定
着
を
う
な
が
す

た
め
に
、
特
徴
的
な
３
つ
の
制
度
を
整
え
て
い

る
。

　

１
つ
め
は
、
子
ど
も
が
小
学
校
３
年
生
に
な

る
ま
で
時
短
勤
務
が
で
き
る
「
育
児
短
時
間
勤

務
制
度
」
だ
。
従
来
は
、
３
歳
ま
で
の
子
ど
も

を
持
つ
職
員
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改

定
で
小
学
校
３
年
生
の
年
度
末
ま
で
に
延
長
さ

れ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
離
職
防
止
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

　

２
つ
め
は
退
職
者
が
５
年
以
内
に
戻
っ
て
き

て
再
就
職
し
た
場
合
に
退
職
前
の
給
与
を
保
証

す
る
「
お
か
え
り
な
さ
い
制
度
」
だ
。

　

３
つ
め
に
新
た
に
採
用
す
る
職
員
を
紹
介
し
、

半
年
以
上
の
継
続
雇
用
さ
れ
た
場
合
、
紹
介
者

に
謝
礼
金
を
出
す
「
職
員
紹
介
制
度
」
が
あ
る
。

京

　
　
　

都
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
協
会
で
は
、
人
材

　
　
　

育
成
の
一
環
と
し
て
、
複
数
の
施
設
・

事
業
を
横
断
し
た
勤
務
シ
フ
ト
を
組
ん
で
い
る
。

メ
イ
ン
の
勤
務
先
以
外
に
様
々
な
事
業
所
の
利

用
者
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
対
人
支
援
ス
キ
ル

を
磨
く
と
と
も
に
、
ス
キ
ル
を
客
観
的
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
新
任
職
員

は
一
定
の
期
間
、
同
じ
事
業
所
で
勤
務
す
る

が
、例
え
ば
「
横
手
通
り
43
番
地
『
庵
』」
で
は
、

７
つ
あ
る
少
人
数
の
居
住
者
棟
に
、
指
導
担
当

の
職
員
と
新
任
職
員
が
ペ
ア
を
組
ん
で
支
援
を

行
う
。

　

利
用
者
に
行
き
届
い
た
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
様
々
な
支
援
の
場
面
で
適
切
な
判
断
が
で

き
る
よ
う
指
導
し
、
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

京
　
　
　

齢
者
複
合
福
祉
施
設
え
る
む
で
は
、
今

　
　
　

年
７
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
使
っ
た
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
エ
ク
セ
ル
と
ワ
ー
ド
で
業
務
日

誌
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
を
管
理
し
て
い
た
が
、

入
所
者
の
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
に
も
同
じ
内
容
を

手
書
き
で
入
力
し
て
い
た
た
め
、
記
録
の
負
担

が
大
き
か
っ
た
。

　

新
し
い
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
で
手
早
く
入
力
で
き
、
さ
ら
に
多
職
種

で
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
業
務
負
担

が
減
る
だ
け
で
は
な
く
、
利
用
者
支
援
に
も
つ

な
が
っ
た
。
え
る
む
で
は
、
比
較
的
安
価
な
既

存
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
職
員
の
記
録
作

成
の
負
担
軽
減
を
実
現
し
て
い
る
。

高

（福）空心福祉会
高齢者複合福祉施設えるむ

福知山市

（福）京都福祉サービス協会
施設部

京都市

（福）京都ライフサポート協会
横手通り４３番地「庵」

木津川市

この管理システムは、スマホを
もっている人なら抵抗なく使いこなせます。
これからは、利用者さんの楽しい情報も
共有していきたいです。

まもなく子どもが３歳になる職員の相談から
「育児短時間勤務制度」の対象職員の拡大を
決定しました。「対象となる子どもの年齢が
延長になり、よかった！」と
うれしい職員の声もいただきました♡

職員のシフトを組むのは、ものすごく大変
です。でも、職員にとっては、
さまざまな施設・事業所にいくことが、
気づきと成長の機会になると感じています。

事
業
横
断
型
の

勤
務
シ
フ
ト

週休３日制
（１日10 時間×
週４日勤務）を導入

メンター制度による
新規・若手職員の
心理サポート

夜勤専門職員の
配置で生活リズムを
整える

可能な限り自分で
キャリアを選べる
キャリア選択制

利用者さんだけ
じゃない！
施設内のジムが
利用できる！

誕生日・記念日を
お休みにできる
メモリアル
休暇が取れる

施設併設カフェを
職員が利用できる！

法人内の医療機関で
医療補助が
受けられる！

働きやすい環境のための工夫いろいろ
ほかにも…

高
齢
者
複
合
福
祉
施
設
え
る
む

施
設
長  

古
川
純
さ
ん

京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会

施
設
本
部
総
務
部
長 

山
本
周
さ
ん

京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会

施
設
本
部
総
務
部 

担
当
部
長  

岩
本
雅
子
さ
ん

京
都
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
協
会

統
括
主
任 

髙
瀬
謙
一
さ
ん

介護ロボット・
福祉機器の導入

23



　

京
都
府
で
は
、
京
都
府
脱
ひ
き
こ
も
り
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
と
北
部

サ
テ
ラ
イ
ト
（
福
知
山
市
）
の
他
、
府
内
６

か
所
に
専
門
相
談
窓
口
（
チ
ー
ム
絆
地
域
チ

ー
ム
）
を
設
け
て
、
本
人
・
家
族
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
把
握
と
支
援
に
繋
げ
る
よ
う
、

市
町
村
職
員
や
民
生
児
童
委
員
へ
の
研
修
、

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
不
登
校
か
ら
ひ
き
こ
も
り
に
な
る

ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
か
ら
、
学
校
・
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
中
学
校
在
籍
中

か
ら
支
援
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
協
力
を
得
て
就
労
体
験

を
行
う
「
職
親
事
業
」、「
絆
パ
ー
ト
ナ
ー

（
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
）」
に
よ
る
相
談
・
支

援
に
加
え
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
に
よ
る
将
来
設
計
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
。
家
計
の
状
況
を
整
理
し
利
用
で
き
る
制

度
も
紹
介
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
不
安
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
絆
地

域
チ
ー
ム
で
も
、
家
庭
訪
問
や
居
場
所
づ
く

平成 29 年度『京都府ひきこもり実態調査結果』より抜粋

　

８
月
に
府
社
協
が
開
催
し
た
「
生
活
困
窮

社
会
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
公
開
セ
ミ
ナ

ー
」
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
Ｋ
Ｈ
Ｊ
全

国
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
連
合
会
（
以
下
、
家

族
会
）
理
事
の
池
上
正
樹
さ
ん
に
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
本
人
（
以
下
、
本
人
）
や

そ
の
家
族
の
現
状
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

池
上
さ
ん
は
、
支
援
に
は
本
人
の
意
思
が

大
事
で
あ
り
、
ひ
き
こ
も
っ
て
い
て
も
生
き

る
権
利
、
幸
せ
に
な
る
権
利
を
社
会
で
支
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、

同
じ
経
験
を
持
つ
人
同
士
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
、
地

域
の
方
々
に
ひ
き
こ
も
る
人
の
気
持
を
理
解

し
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
い
い
ま

す
。

　

今
年
５
月
、
６
月
の
殺
人
事
件
の
報
道
を

受
け
て
家
族
会
に
相
談
が
急
増
し
、
そ
の
多

く
は
孤
立
し
た
家
族
か
ら
で
、
子
供
が
事
件

を
起
こ
す
の
で
は
、
将
来
が
不
安
、
と
い
う

声
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
本
人
た
ち
か
ら
も「
犯
人
と
同
一

視
さ
れ
る
の
で
は
」「
居
場
所
の
情
報
を
知

り
た
い
」と
い
う
声
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

多
く
は
初
め
て
電
話
を
し
て
き
た
人
た
ち

で
、
非
常
に
孤
立
し
た
状
況
を
感
じ
た
と
い

い
ま
す
。そ
の
理
由
に
つ
い
て
、池
上
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
社
会
で
傷
つ
け
ら
れ
、
自
分
を
守

る
た
め
の
居
場
所
と
し
て
家
に
い
た
こ
と
を

挙
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
親
が
中
高
年
の
子
の
生
活

を
支
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
8
0
5
0
問
題
」

に
つ
い
て
、
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ

て
、
家
族
で
孤
立
し
て
い
る
、
と
話
し
ま
す
。

　

子
が
親
の
遺
体
を
遺
棄
す
る
事
件
も
相
次

い
で
い
ま
す
。
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
母
の
遺

体
を
遺
棄
し
た
娘
が
、
そ
の
理
由
を
「
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
言
え
ば
そ
れ
が
現
実
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
話
し
た
そ
う
で
す
。
娘
に
と

っ
て
母
が
唯
一
、
何
で
も
話
せ
る
関
係
で
、

母
を
失
う
こ
と
は
生
き
る
希
望
を
失
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
は
、
と
池
上
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

家
族
会
の
調
査
で
は
、
経
済
的
困
窮
で
は

な
い
、
対
応
す
る
制
度
が
な
い
な
ど
と
し
て
、

40
％
以
上
の
本
人
・
家
族
が
、
支
援
が
継
続

せ
ず
孤
立
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
就
労
支
援
が
中
心
で
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
な
じ
ま
な
か
っ
た
、
と

池
上
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
家
族
会
の
調
査
で

は
、
40
歳
以
上
で
10
年
以
上
ひ
き
こ
も
り
の

方
の
70
％
が
就
労
で
傷
つ
い
た
り
、
ト
ラ
ウ

マ
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
池
上
さ
ん
は
、

そ
の
法
的
根
拠
を
「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
」
に
一
本
化
す
る
こ
と
、
本
人
・
家
族

を
中
心
と
し
た
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

る
必
要
が
あ
る
、
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ひ
き
こ
も
り
と
は
… 

様
々
な
要
因
に

よ
り
長
期
間
（
6
か
月
以
上
）、
就
学

や
就
労
、
家
族
以
外
と
の
交
流
を
避

け
、
自
宅
中
心
の
生
活
に
な
っ
て
い

る
状
態
を
い
う
。

40

20

0 7～12歳 13～15歳 16～18歳 19～20歳 21～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

どちらかといえばゆとりある どちらともいえない どちらかといえば苦しい 生活保護
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131315

きっかけ

不明
（28.4%）

不登校
（24.0%）

受検失敗
（1.5%）
大学になじめ
なかった（4.6%）
就職失敗
（7.2%）

その他
（7.0%）

職場になじめ
なかった（10.1%）

人間関係
（10.0%）

病気
（7.2%）

1年未満
（7.1%）

1～３年
（16.2%）

3～5年
（10.6%）

5～7年
（9.5%）7～10年

（8.9%）

10年以上
（28.4%）

不明
（19.3%）

期間

　

近
年
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や
そ

の
家
族
へ
の
支
援
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
方
は
、
全
国
で
１
０
０
万
人
を
超
え

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
で
は
、

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
等
の
協
力
に

よ
り
、
平
成
29
年
度
の
調
査
で
、
１
１
３
４

人
が
こ
う
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
が
把
握
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
30
〜
39
歳
が

28
％
、
40
歳
以
上
が
33
％
で
、
ひ
き
こ
も
り

期
間
は
10
年
以
上
が
28
％
、
40
代
で
は
過
半

数
が
10
年
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、

40
歳
以
上
に
な
る
と
、若
年
層
に
比
べ
て「
生

活
保
護
（
受
給
中
）」
や
「
生
活
が
苦
し
い
」

と
答
え
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
方
々
や
そ
の
家
族
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
や
、
京
都
府
に
お
け
る
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 京都府ひきこもり実態調査結果

内閣府『平成 30 年度 生活に関する調査』の調査結果より抜粋

21～29歳
（21.6%）

40～49歳
（15.5%）

50～59歳
（8.7%）

60歳以上
（9.０%） 19～20歳

（4.2%）

16～18歳
（4.7%）

13～15歳
（4.4%）

7～12歳
（2.7%）

不明
（0.9%）

中高年
（33.2%）

年齢

30～39歳
（28.3%）

左記の２つのデータは調査
時期が異なる。調査方法の
変更があったため単純な比
較はできないが、初の全国
調査の推計数は、中高年層
が若者層を上回るという驚
きの結果が出た。

54.1万
人

⧯⠪ 15～39歳まで

2015 年度の調査結果

61.3万
人

ਛ㜞ᐕ

2018 年度の調査結果

40～64歳まで

京都府ひきこもり実態調査結果（1,134名の調査結果）

り
、
就
労
支
援
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
も
中
高
年
ケ
ー
ス
の
相
談
が

増
え
て
き
て
お
り
、
本
年
度
新
た
に
相
談
を

受
け
た
ケ
ー
ス
の
約
40
％
が
40
代
以
上
で
す
。

多
く
は
家
族
か
ら
の
相
談
で
、
家
庭
が
安
心

で
き
る
場
と
な
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
人
が
今
の
状
態
の
自
分
を
否
定
し
な

い
こ
と
が
ま
ず
は
大
切
。
家
族
も
自
身
の
人

生
を
楽
し
む
こ
と
が
、
本
人
が
元
気
に
な
る

た
め
に
必
要
」（
セ
ン
タ
ー
の
前
川 
眞
佐
世 

主
幹
）。
現
在
、
若
年
者
に
加
え
て
中
高
年

者
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
全
世
代

に
わ
た
る
支
援
を
進
め
た
い
、
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

亀
岡
市
社
協
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
年

数
回
「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
毎
回
参
加
す
る
方
や
初
め
て
の

方
な
ど
本
人
・
家
族
10
人
ほ
ど
が
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
料
理
や
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
の
教

室
を
開
く
な
ど
、
参
加
し
や
す
い
内
容
と
し

て
お
り
、
そ
の
後
、
参
加
者
同
士
の
交
流
や

勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
高
年
の

支
援
に
も
力
を

入
れ
て
い
く

京
都
府
の
取
り
組
み

府
内
の
支
援
活
動
に
つ
い
て

全国ひきこもり調査結果

ひ
き
こ
も
り
は
全
世
代
に
広
が
る

あ
る
が
ま
ま
を
支
え
る
支
援
へ

孤
立
を
防
ぐ
、

支
援
の
仕
組
み
を

つ
く
ろ
う

ひきこもり者数の推計

生
活
困
窮
社
会
に
お
け
る

地
域
づ
く
り
公
開
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

京
都
府
の
い
ろ
い
ろ
な

支
援
に
つ
い
て

TOPICS

パステルアートの様子

ひ
き
こ
も
り
支
援
の

取
り
組
み

45



９
月
４
日
（
水
）、
第
68
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
（
会
場
・

京
都
テ
ル
サ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
福
祉
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
表
彰
式

の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
京
都
い
え
の
こ
と
勉
強
会
」
の
木き
も
と本
努

理
事
長
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

最
後
に
、
ご
長
男
が
高
校
の
野
球
部
の
卒
部
式
で
書
い
た

「
手
紙
」
を
紹
介
さ
れ
、
講
演
は
終
わ
り
ま
し
た
。
天
国

の
お
母
さ
ん
と
「
お
と
う
さ
ん
」
へ
の
心
遣
い
に
あ
ふ
れ

た
、
と
て
も
優
し
い
手
紙
で
し
た
。

手
紙
の
全
文
や
、
紙
面
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
木
本
理
事

長
の
奮
闘
の
様
子
は
、
理
事
長
の
著
書
「
シ
ン
グ
ル
父
さ

ん
子
育
て
奮
闘
記
」
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ＮＰＯ法人「京都いえのこと勉強会」の活動内容は、ホームページをご参照ください。
https://www.kyoto-ienokoto.jp/

　
　
　

を
が
ん
で
亡
く
し
て
10
年
、
男
の
子

　
　
　

を
３
人
、
１
人
は
成
人
し
て
、
今
は

２
人
を
育
て
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
夏
頃
か
ら
妻
の
体
調
が
お
か

し
く
な
り
、
１
月
末
に
緊
急
入
院
。
２
月
３

日
、
妻
の
45
回
目
の
誕
生
日
に
が
ん
で
余
命

数
カ
月
と
医
師
に
言
わ
れ
た
。
妻
は
気
丈
に

ふ
る
ま
っ
て
い
た
。
病
院
を
出
た
後
、
涙
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
妻
は
２
日
後
に
一
度
家

に
帰
っ
て
き
た
。

　

病
院
に
戻
る
際
「
絶
対
に
元
気
な
姿
で

帰
っ
て
く
る
か
ら
」
と
、
子
ど
も
た
ち
を
一

人
ず
つ
抱
き
し
め
た
。
そ
の
時
の
家
族
写
真

が
最
後
の
一
枚
に
な
っ
た
。
妻
は
そ
の
10
日

後
に
天
国
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

悲
し
む
時
間
も
な
く
、
11
歳
６
歳
２
歳
の

息
子
と
私
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
子
ど
も
が

好
き
で
も
子
育
て
は
別
。
洗
濯
機
の
使
い
方

も
料
理
も
、
学
校
の
こ
と
も
分
か
ら
な
か
っ

た
。
後
輩
に
勧
め
ら
れ
て
始
め
た
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ロ
グ
で
情
報
の
共
有
が
で
き
た
。

　

コ
メ
ン
ト
や
電
話
を
も
ら
っ
た
り
、
後
々

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
自
分
の
経
験
が

役
に
立
つ
と
思
っ
て
講
演
を
は
じ
め
た
。

　

時
間
が
で
き
た
こ
と
で
や
っ
と
妻
の
死
と

向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ろ
ん
な
方

に
会
う
よ
う
に
な
り
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
存

在
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
身
近
な
人
と
の
死
別

を
経
験
し
た
人
を
支
援
す
る
ケ
ア
で
、
講

習
に
行
っ
て
、
妻
の
死
を
認
め
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
気
付
い
た
。
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
で
は

話
す
こ
と
、
泣
く
こ
と
が
大
事
と
教
え
て
も

ら
っ
た
。
遺
族
会
に
初
め
て
参
加
し
、
涙
し

癒
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
力
を
注
げ

た
。
５
年
か
け
て
よ
う
や
く
普
通
の
生
活
に

大
き
な
つ
な
が
り
と
な
っ
た
。

　

１
年
経
ち
、
家
事
は
少
し
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
子
ど
も
の
病
気
、
台
風
の
際
の

お
迎
え
、
仕
事
中
に
電
話
が
あ
る
。
子
育
て

に
は
想
定
外
が
い
っ
ぱ
い
起
こ
る
。
妻
の
す

ご
さ
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、オ
ー
プ
ン
に
し
た
ブ
ロ
グ
『「
父

子
手
帳
」
代
表
取
締
役
主
夫
で
し
た
』
に
同

じ
境
遇
の
方
や
子
育
て
中
の
方
か
ら
メ
ー
ル

を
も
ら
う
よ
う
に
な
る
。

　

子
ど
も
の
様
子
が
違
う
こ
と
に
気
づ
い

た
の
も
こ
の
頃
だ
。
学
童
の
先
生
に
聞
く
と

「
ち
ょ
っ
と
寂
し
そ
う
」
と
。
会
社
を
経
営

し
て
い
た
が
、
社
長
の
代
わ
り
は
い
る
け
ど

父
親
の
代
わ
り
は
…
…
と
考
え
て
、
仕
事
を

辞
め
た
。

　

す
る
と
子
ど
も
の
様
子
が
変
わ
っ
た
。
成

績
も
上
が
り
、
先
生
に
も
安
心
感
が
あ
る

み
た
い
で
生
活
態
度
が
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ

た
。
私
自
身
、
子
ど
も
が
愛
お
し
く
な
り
、

バ
リ
バ
リ
仕
事
し
て
威
厳
の
あ
る
「
お
父
さ

ん
」
か
ら
、
や
さ
し
い
「
お
と
う
さ
ん
」
に

戻
っ
て
き
た
。
家
族
で
妻
の
話
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

仕
事
を
辞
め
て
約
１
年
１
カ
月
後
に
、
父

子
家
庭
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
京
都
い
え
の

こ
と
勉
強
会
」
を
設
立
。
父
子
家
庭
の
現
状

を
広
め
る
た
め
に
、
料
理
や
裁
縫
の
教
室
を

開
催
し
た
り
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も

が
中
学
に
入
る
と
、
子
ど
も
の
情
報
が
な
か

な
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
地
域
の
保
護
者
を

集
め
て
懇
談
会
も
開
催
し
て
い
る
。

　

最
後
に
長
男
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
で
締
め

た
い
。ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
か
ら

お
と
う
さ
ん
に
な
り
ま
し
た

～
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ー
ザ
ー
奮
闘
記
～

講 演妻
ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。

夢中！
熱中 !

信
頼
の
置
け
る

大
人
に
会
え
る
よ
う

支
え
て
い
き
た
い

神
こ う

田
だ

 勇
ゆう

哉
や

さん児童養護施設　つばさ園

　「
幼
い
頃
つ
ば
さ
園
に
入
所
し

て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
し

ば
ら
く
は
別
の
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
の
生
活
を
思
い

出
し
、
子
ど
も
た
ち
に
何
か
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
な
、
と
ず
っ
と

考
え
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
神
田

さ
ん
は
、
つ
ば
さ
園
で
働
き
始
め

て
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
つ
ば
さ
園
に
は
現
在
52
人
の
子

ど
も
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

　
神
田
さ
ん
は
、
掃
除
、
洗
濯
、

料
理
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の

日
常
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　「
作
っ
た
料
理
が
子
ど
も
た
ち

に
好
評
で
『
お
い
し
い
！
』
と
言

わ
れ
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
神
田
さ
ん
は
今
で
こ
そ
チ
ー
フ

を
務
め
て
い
ま
す
が
、
当
初
は
思

い
悩
ん
で
い
た
と
言
い
ま
す
。

　「
人
の
上
に
立
つ
こ
と
が
苦
手

で
、
全
然
自
信
が
な
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
ん
な
時
に
仕
事
の
ミ
ス
で

落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
不

安
な
気
持
ち
を
上
司
に
打
ち
明
け

た
ら
受
け
止
め
て
く
れ
て
、
自
分

は
自
分
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
と
吹

っ
切
れ
ま
し
た
」
そ
れ
以
来
、
肩

の
荷
が
下
り
、
仕
事
に
の
め
り
込

む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
か
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

聞
き
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
が
自
立
す
る
ま

で
の
間
に
、
誰
か
信
頼
で
き
る
大

人
に
出
会
え
る
よ
う
、
支
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

【施設名】 （福）京都社会事業財団　つばさ園
【場所】京都府京都市西京区山田平尾町 51-28
【TEL】 075-381-3650

◆働き始めたきっかけは？

◆職場のいいところ

◆好きな言葉

子どもの頃、つばさ園でお世話になってい
たこともあり、子どもたちのために何かし
たいと思っていた。

話し合いで解決しようという方針なので、
些細なことでも相談しやすい雰囲気があ
り、悩み事を一人で抱えこまなくてよい。

『自分らしく』肩肘張らなくても、自分らしくい
ることで、周りにも好影響を与えていると最近
よく思います。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
京
都
い
え
の
こ
と
勉
強
会
」

木
本
努
理
事
長
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令和元年度福祉サービス
苦情解決事業セミナー

日 程

内 容

参加費 無料

2019 年11月21日（木）

会 場 立命館大学朱雀キャンパス　
大講義室（ホール）５階
（最寄り：ＪＲ「二条駅」すぐ）

時 間 13：00～16：30

社会福祉施設オープン・デイのご案内

府民の皆さんに身近な社会福祉施設を知っていただく取り組みとして、
「介護の日（11月11日）」及び「障害者週間（12月3日～9日）」にちなんで

京都府内（京都市除く）社会福祉施設において
『社会福祉施設オープン・デイ』を開催します。

 実施施設はホームページに一覧を掲載しています。
皆さんのお越しをお待ちしています。　　

府社協HP　http://www.kyoshakyo.or.jp/event/
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「介護の日」とは？ 「障害者週間」とは？

介護について理解と認識を深め、介護
従事者、介護サービス利用者及び介護
家族を支援するとともに、利用者、家族、
介護従事者、それらを取り巻く地域社
会における支え合いや交流を促進する
観点から、高齢者や障害者等に対する
介護に関し、国民への啓発を重点的に
実施するための日”として、「11月11日」
を 「介護の日」と決めています。

国民の間に広く障害者の福祉につい
ての関心と理解を深めるとともに、障
害者が社会、経済、文化その他あら
ゆる分野の活動に積極的に参加する
意欲を高めることを目的として「12月
３日～９日」を「障害者週間」として
設定されました。

講義Ⅰ

講義Ⅱ

講師　社会福祉法人　
京都基督教福祉会
京都保育福祉専門学院　
学院長　岡本 匡弘 氏

講師 ＳＯＭＰＯリスクマネジメント（株）
医療・介護コンサルティング部
上席コンサルタント　
米国公認会計士　
宮本 薫 氏

社会福祉施設・事業所が
苦情解決に取り組む意義・目的

苦情対応もコミュニケーションの
ひとつです
～「聴く」「訊く」「話し合う」で
利用者とより良い関係をつくる～

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

京都府福祉サービス運営適正化委員会
TEL. 075--252--2152

「京都の福祉」は、みなさまからの情報をお待ちしています！

府社協の広報誌「京都の福祉」は、「支える人を支える」をテーマに、読み手のみなさまに活用していただけるようにリニューアルしました。
ご意見や感想はもちろん「こんなテーマを取り上げてほしい」「取材してほしい」、そんな情報をぜひ気軽にお寄せください。

京都府社会福祉協議会からのお知らせ
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『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です




